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今
年
、
湯
沢
町
で
は
、
電
源
開
発
仰
が
２
ヶ

所

（写
真
）
で
雪
氷
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

利
用
技
術
開
発
を
目
的
と
し
て
、
『雪
の
夏
季

保
存
実
験
』
を
行

っ
て
い
ま
す
。

雪
氷
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
と
は
、
雪

氷
を
夏
季
ま
で
保
存
し
て
そ
の
冷
熱
を
利
用

し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
石
油
代
替
効
果
、
電
力

コ
ス
ト
低
減
や
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
で
、
地

球
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
が
進
む
と
い
い

で
す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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地
方
分
権
の
進
む
な
か
、
開
か
れ

た
行
政
、
町
民
参
加
の
町
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
、
自
己
決
定
、
自
己
責
任
の

時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
，

ま
た
、
湯
沢
町
は
合
併
せ
ず
に
特

色
の
あ
る
町
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
に
、
町
民
の
声
が
充
分
に
反
映
さ

れ
る
身
近
な
行
政
運
営
の
確
立
を
図

ヶ
た
い
と
考
え
、
「町
民
懇
談
会
」
を

行
い
ま
す
。

こ
の
懇
談
会
で
は
、
町
の
予
算
概

要
や
重
要
施
策
等
を
皆
さ
ん
に
報

告

・
説
明
し
、
観
光
、
福
祉
、
道
路
整

備
、
環
境
生
活
問
題
等
に
つ
い
て
語

り
合
い
、
町
民
参
加
の
町
づ
く
り
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
に
多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

よ
り
多
く
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

Ｄ
し
Ｙ

会
場
、
日
程
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。
詳
細
は
、
決
ま
り
し
だ
い
町
内
会

長
へ
ご
連
絡
し
ま
す
。
　
　
　
【

【問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
企
画
振
興
係

靴
７
８
４

●
３
４
５
１

と

会 場 対 、゙ 象 町 白 開催予定月

滝之又会館 小坂、
式
滝ノ又、谷後、旭原

76月

土樽集落開発センタエ 松川、土樽、土将杯キー場

二居集会所 二居

7月
三俣地区館 三俣一、三俣二、八木沢、大島

芝原生活改善センター 芝原、七谷切
8月

神立中央集会所 (田中) 戸沢、平沢、田中、堰場

神立中央会館 (栄町) 原新田、栄町、小原、宮林

9月
湯沢町公民館浅貝分館 浅貝

湯沢町公民館
一之町、駅通、上中、谷地、楽町、下中、幅下、

諏訪、愛宕、堀切、東電、石白、湯鉄神立

ロープウェー保養センター 湯元、布場、滝沢、西中、西山、下熊野、上熊野

10月中子・添名集落毛ンター 中子、添名、原、西原、萩原、岩原高原

農山村総合開発センター 中里、古野一、古野二

広報ゆざわ Hl&6.3   (2)

※時間は、午後 7時 30分から9時頃の予定です。
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【
６
月
の
支
払
は
ｉ３
日
で
す
】

２
月
分
か
ら
５
月
分
ま
で
の
児

童
キ
当
が
、
６
月
１３
日

（金
）
に
振

り
込
ま
れ
ま
す
。
確
誕
し
て
く
だ

大
ヽ
い
。

【
児
童
手
当
現
況
届
に
つ
い
て
】

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
中
に
児
童
手
当
現

況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
現
況
届
は
前
年

の
所
得
状
況
や
児
童
の
奏
育
状
況

を
確
誕
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

現
兄
届
を
提
出
し
な
い
と
、
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
６
月
分
以
降

の
児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
期
限
ま
で
に

恙
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
蜂
要
な
も
の

。
年
金
加
入
証
明

（国
民
年
金
加
入
者

は
不
要
で

す
。
）
・
平
成
１４
年
分
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書

（平
成
１５
年
十
月
十
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
の
み
姓
要
で
す
。
）
・

○
提
出
期
限

６
月
２０
日

（金
）

【
児
童
手
当
と
は
】

児
童
キ
当
は
、
生
活
の
安
定
と

児
童
の
健
全
育
成

・
資
質
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
児
童
を
養
有
し

て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

○
支
給
対
象

小
学
校
入
学
前
の
児
童
を
奏
有

し
て
い
る
人
（た
だ
し
、
所
得
に
よ

る
制
限
が
あ
り
ま
す
。し
　
′

//
tt＼

→

と

○
手
当
月
額
　
，そ

第
―
子
　
　
　
５
，
０
０
０
．
円

第
２
子
　
　
　
５
，
０
０
０
円

第
３
子
以
降
１
０
，
０
０
０
円

○
支
払
に
つ
い
て

申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
、
支
給

事
由
が
消
滅
し
た
月
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。
毎
年
２

●
６

●
‐０
月
に
い

そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
必

わ
れ
ま
す
。

①
申
請
に
蜂
妥
な
も
の
　

　

，

・
印
鑑

・
申
請
者

の
口
座
の
分
か
る
通
帳

等

∵　
ｉ

（公
務
員
卜が
方
は
勤
務
先
で
手
続

を
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
）

○
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
福
社
保

健
課
窓

口
で
手
続
が
蜂
要
に
な

り
ま
す
。

・
出
生
等

に
よ

っ
て
対
象
児
童

が

増
え
た
と
き

。
受
絡
者
や
対
象
児
童

の
住
所
が

変
わ
る
と
き

・
離
始

・
え
別
等
に
よ
り
対
象
児

童
を
奏
有
し
な
く
な

っ
た
と
き

・
受
給
者

の
加
入
年
金
が
変
更

に

な

Ｒ
た
と
き

（年
金
係
だ
け
で

な
く
、
覺
ず
保
育
係

に
も
届
け

出
て
く
だ
さ

い
。
）

【
届
け
出

・
聞

い
合
わ
せ
】

住
民
課
保
育
係

ＴＥＬ

７

８

４

●

３

０

０

１

●

夏
休
み
中
の
学
校
が
使
用
し
な
い
日
に
限

り
、
小
・中
学
校
の
体
育
施
設
を
開
放
し
ま
す
。

下
表
に
掲
げ
る
各
施
設
の
担
当
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【開
放
期
間
】

小

・
中
学
校
と
も
７
月
２５
日
～
８
月
２４
日

β
（時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
４
、時
４５
分
）

【使
用
料
金
】

各
施
設
と
も
１
人
１
日
３
０
０
円

（半
日
や
数
時
間
の
使
用
も
１
日
と
し
て
扱
い

ま
す
。
な
お
雨
天
の
た
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用

し
な
か
っ
た
場
合
は
、
返
金
し
ま
す
。
）

・
【申
込
方
法
】

７
月
１８
日

（金
）
ま
で
に
、
「使
用
願
い
」

（用
紙
は
各
担
当
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
）
に

料
金
を
添
え
て
各
施
設
の
担
当
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【使
用
上
の
注
意
】

◎
申
込
時
は
、
使
用
人
数
を
正
確
に
把
握
し
て

料
金
を
計
算
す
る
こ
と
。

◎
日
直
者
へ
の
届
け
出
二゙
」
み
の
始
末
・清
掃
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
レ
イ
キ
か
け
等
を
必
ず
行

つヽ
こ

と
。

◎
使
用
許
可
を
受
け
た
宿
泊
施
設
は
、
宿
泊
者

（団
体
の
責
任
者
等
）
に
使
用
心
得
を
厳
守
さ

せ
る
こ
と
。 Jl

中
学
検
体
育
施
設
聞
旅

夏休〕中の

学  校  名 施   設 担 当 電 話 番 号
三 国 小 学 校 体育館・分ラウンド 苗 場 旅 館 組 合 789-2706
三 俣 小 学 校 体育館 みつまた高原観光協会 (案内所 ) 788‐-9006
神 立 小 学 校 体育館・グラウンド 岩 原 観 光 協 会 (案 内 所 ) 787-3476
土 樽 小 学 校 体育館・グラウンド 中 里 観 光 協 会 (案 内 所 ) 787-3240
湯 沢 小 学 校 体育館・グラウンド 湯 沢 温 泉 観 光 協 会 (案 内所 ) 785‐-5353

湯 沢 中学 校
野球場 。柔道場 岩 原 観 光 協 会 (案 内 所 ) 787-3476
グラウンド 湯沢町教育委 員会学校教育課 784‐-2211
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平
成
１２
年
度
に
介
護
保
険
制
度

が
始
ま
り
３
年
が
た
ち
ま
し
た
。

介
護
保
険
は
、
介
護
が
蜂
要
な
方

を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
、

普
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
が

介
護
を
支
え
て
い
主
す
。
そ
の
財

源
は
円
グ
ラ
フ
の
よ

う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

介
護

保
険

は
、
市

町
村

の
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基

づ
い
て

硼脚　　襲鵜業とれけ肘脚ｍ

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
町
の
「老
人
保

健
福
社
計
画

・
介
護

保
険
事
業
計

画
」
の

見
直
し
を
行

い
ま
し

た
。
計

画
書

は
総
合

福
社
セ
ン
タ
ト
に
あ

り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
大
ヽ
い
。

６５
歳
以
上
の
方

の

保
険
料

は
、
市
町
村

ご
と
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
費
用
を
推
計
し
、
そ
れ
を
被

保
険
者
数
で
割

っ
て
求
め
ま
す
。
す

湯
沢
町
も
、
今
後
の
利
用
者
数
の

フ
伸
び
や
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

見
込
み
な
ど
を
基
に
、
保
険
料
の

改
定
を
行

い
ま
し
た
。

平
成
１５
年
度
か
ら
の
第
―
子
被

保
険
若

（６５
歳
以
上
の
オ
ｘ
の
保
険

料
基
準
月
額
は
、
一ヽ
れ
ま
で
ゑ
，
７

２
５
円
か
ら
３
，
５
１
７
円
に
改

定
し
ま
す
。
個
人
ご
と
に
は
、
一ヽ
れ

を
所
得
に
痣
じ
て
５
段
階
に
区
分

し
調
整
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
、
他
の
介
護
予
防
・生
活

支
援
事
業
等
と
併
せ
て
、
高
船
若

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
趙
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
ぉ
理ヽ
解
、
一
」協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

25°/0

都道府県
12.5°/c

65歳以上の
18°/。

の歳６４
％

ら

３２
か歳０４

レ

生
活
が
困
難
な
第
―
号
被
保
険

若

（６５
歳
以
上
の
方
）
に
対
し
て
、

保
険
料

の
軽
減
を
行

い
ま
す
。
次

の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
該
当
要
件
は

①
介
誠
保
険
料
の
所
得
段
階
が
第

―
段
階
及
び
第
２
段
階
の
方

②
世
帯
の
年
間
収
入
が
―
人
世
帯

で
８０
万
円
、
十
人
増
え
る
ご
と

に
４０
万
円
加
算
し
た
額
以
下
の

方
③
町
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
方

④
活
用
で
き
る
資
産
な
ど
が
な
い

方
◆
申
請
す
る
と
き
は

①
納
入
通
知
書
又
は
開
始
通
知
書

②
惧
人
の
明
細
が
わ
か
る
も
の

（各
種
年
金

・
キ
当

・
保
険
な
ど

の
支
払
通
知
書
、
給
与
支
払
明

細
書
、
確
定
申
告
書
の
控
え
）友

び
健
康
保
険
証

・
通
帳

・
ＥＰ
鑑

を
持
参
く
だ
さ
い
。
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鬱嬢

鶴
餞
嬢

鶴
罐
睦
矮
鬱

斃
警
簸
鰺
鰺

鬱
撥
機
鬱
繊
鰺
鱒

鬱
鬱
鬱
鰺
鰺
簸
鰺

嬢
鶴
鰺
醸
鰺
矮
機

鶴
鬱
籐
罐
鱒

攀
嬢
鬱
機
嬢

◇鈴◇
饒鬱籐

公費
50%

保険料
50'6

年額保険料 (月額) 保険料率 算定基準

第 1段階 21,100円 (1,758円 ) 基準額×0.50 住民税世帯非課税者で老齢福祉年金受給者・生活保護者

第 2段階 31,600円 (2,637円 ) 基準額×0。 75 住民税世帯非課税者

第 3段階 42,200円 (3,517円 ) 基準額 Xl.00 住民税本人非課税者

第 4段階 52,700円 (4,396円 ) 基準額×1.25 住民税課税者で、合計所得金額が 200万円未満の者

第 5段階 63,300円 (5,275円 ) 基準額 Xl.50 住民税課税者で、合計所得金額が 200万円以上の者

広報ゆざわ H15.6.8   (4)



老齢・退職 (基礎)年金から天引き
【対象者】

0老齢・退職 (基礎)年金が年額 18万円 (月額 15,000円 )以上の方
【納め方】

偶数月に支払われる年金から2ヶ 月分の介護保険料があらかじめ天引きされます。

●仮徴収・本徴収      ザ

特別徴収

普通徴収 納付書による納付
【対象者】

0老齢・退職 (基礎)年金が年額 18万円 (月額,15,000円 )未満の方
【納め方】                r
●納期ごとに、送られた納付書を持って指定の金融機関などで納めていただくか、日座振替

によって納めていただきます。

□便利な口座振替をご利用ください     ,―
「時間がなくて 。・・」「つい忘れて・・・」そんな方におすすめなのが口座振替です。

保険料は金融機関などから自動的に振り替えられるため、納めにいく手間が省け、納め忘

れも少なくなります。

【問
い
合
わ
せ
】

福
祉
保
健
課
介
護
保
険
係

阻
７
８
４

・
４
５
６
０

4月 6月 8月

仮徴収●

前年の所得などをもとに、本年度の年額

保険料が確定します。その年額保険料が確

定するまでの期間は暫定的に前年度 2月分

の保険料と同じ金額で納めていただきます。

10月 12月 2月

本 徴 救

・
―
・
i‐ .::〔・

決定した年額保険料から仮徴収分を差し

引いた残額を 10月 、12月 、2月 の 3期にわ
けて納めていただきますむ

保
険
料
を
納
め
な
い
こ
ど
う
な
る
の
？

特
別
な
理
由
も
な
く
保
険
料
を
滞
納
し
、
納

付
相
談
に
も
応
じ
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、

次
の
よ
う
な
厳
し
い
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
も
し
災
害
な
ど
の
事
情
で
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

①
ｌ
年
以
上
滞
納
す
る
と
…

１
割
負
担
で
す
ん
で
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
費

用
を
全
額
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
申
請
に
よ
り

後
で
９
割
分
を
払
い
戻
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

①
ｌ
年
６
ヶ
月
以
上
滞
納
す
る
と
…

介
護
保
険
の
給
付
が

一
時
差
し
止
め
ら
れ

ま
す
。
な
お
も
滞
納
が
続
く
場
合
は
、
差
し
上

め
ら
れ
た
保
険
給
付
を
滞
納
保
険
料
に
あ
て

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

０
２
年
以
上
滞
納
す
る
と
…

後
で
さ
か
の
ば

っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
今
後
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
き
に
、
未
納
期
間

に
応
じ
て
必
ず
給
付
制
限
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。



Ｆ
″
ｗ
ポ

ン

ｒ

角

テ
レ
ビ
全
口
，
ビ
ュ
‥
し
書
せ
た
か
？

Ｎ

Ｈ

Ｋ

　

Ｂ

Ｓ

２

「お
―
い
、
エ
ッ
ポ
ン
！
　
～
今
日
は
と
こ
と
ん
新
潟
県
～
」

こ
の
番
組
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
衛
星
放
送
で
毎
月
１
回
、
年
前
１０
時
か
ら
午

後
７
時
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
挟
み
な
が
ら
１
つ
の
都
道
府
県
が
紹
介

さ
れ
る
視
聴
者
参
加
型
の
長
時
間
編
成
で
す
。
来
る
８
月
１０
日

（日
）
は
、

新
潟
県
が
「と
こ
と
ん
」
紹
介
さ
れ
、
わ
が
湯
沢
町
も
生
中
継
の
候
補
に
あ

が

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
番
組
の
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ー
ナ
ー
が

「１
０
０
０
人
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
。

８
月
１０
日
放
送
の
半
月
ほ
ど
前
か
ら
Ｂ
Ｓ
２
で
放
送
さ
れ
る
１
分
間
の

ミ
ニ
番
組
で
、
２
週
間
の
期
間
に
県
民
１
０
０
０
人
以
上
が
登
場
し
ま
す
。

こ
ち
ら
の
収
録
が
湯
沢
町
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ふ
る
さ
と
湯
沢

に
対
す
る
思
い
や
自
慢
、
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ

い
。
放
送
さ
れ
る
時
間
は
１
人
当
た
り
数
秒
で
す
が
、
全
国
デ
ビ

ュ
ー
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

◆
収
録
６
月
２７
日

（金
）
午
後

（時
間
、
場
所
と
も
未
確
定
）

◆
内
容
自
由

◆
申
込

・
問
い
合
わ
せ

産
業
観
光
課

ＴＥＬ

７

８

４

・

４

８

５

０

阻
７
８
０

●
６
０
７
２

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
参
加
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

―
 |

爾

「
ｅ
‥
Ｙ

ｕ
ｚ
ａ
ｗ
ａ
カ
ー
ド
」
に

入
会
し
ま
せ
ん
か
？

「
ｅ
ｔ
Ｙ

ｕ
ｚ
ａ
ｗ
ａ
カ
ー
ド
」
（
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｓ

・
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
は
湯
沢
町
観

光
協
会
と
日
本
信
販
株
式
会
社
で
提

携
し
、
昨
年
１２
月
よ
り
入
会
受
付
け
を

開
始
致
し
ま
し
た
優
待
特
典
の
付
い

た
地
域
連
携
型
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド

で
す
。
年
会
費

は
永
年
無
料

で
す
。

カ
ー
ド
会
員
に
な
る
と
、
湯
沢
町
の
観

光
施
設
等
の
各
種
優
待
サ
ー
ビ
ス

（施

設
利
用
割
引
や
リ
フ
ト
料
金
の
優
待
）

が
あ
り
ま
す
。
順
次
優
待
サ
ー
ビ
ス
拡

大
中
。
（詳
細
は
、
湯
沢
町
観
光
協
会

ホ
ー
（
ペ
ー
ジ
訂
ご
中＼
汗

翌

馬
ω
〓
Ｐ

資
・■
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）
い
ざ
と
い

う
時
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
も
利
用
可
能
。

ち
ょ
っ
と
遠
出
し
た
時
の
お
買
い
物

、
や
旅
行
先
な
ど
で
も
カ
ー
ド
が
あ
る

と
便
利
で
す
。

メ
リ

ッ
ト
た
く
さ
ん
の

「
ｅ
ｔ
Ｙ

ｕ

ｚ
ａ
予
ａ
カ
ー
ド
」
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん

も
入
会
し
ま
せ
ん
か
？

入
会
申
込
書
は
湯
沢
町
観
光
協
会

（湯
沢
駅
東
日
）
に
あ
り
ま
す
。
送
付
ご

希
望
の
方
は
、
湯
沢
町
観
光
協
会

（阻

７
８
５
●５
５
０
５
）
へ
お
電
話
、
又
は
、

湯
沢
町
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

の
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
、
メ
ー
ル

命
製
α

⑥
ｏ
Ｉ
く
ｃ
Ｓ
〓
ω
出
こ
Ｄ

に
て
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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食
教
育
講
座
の
ご
案
内

マ
マ
の
手
作
り
お
弁
当

幼
児
期
の
食
事
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

今
回
は
「
お
弁
当
」
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。
い
つ
も
と
違
っ

た
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
、
子
ど
も
達
も
大
喜
ぴ
で
す
よ
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
同
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

７
月
３
日

（本
）
午
前
９
時
３０
分
～
正
午

□
会
場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
１
　
３
階
調
理
室

□
対
象
３
歳
か
ら
５
歳
児
の
保
護
者

□
講
師
保
健
セ
ン
タ
ー
　
栄
養
士

□
申
込
期
限

６
月
１９
日

（本
）

＊
託
児
が
あ
り
ま
す
。

□
申
込
み

。
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ギ

Ｒ
７
８
０

・
６
１
６
３

平
成
１５
年
度

優
良
運
転
者
表
彰
受
賞
者

☆
１０
年
表
彰

後
藤
　
清
美
さ
ん

（中
子
）

☆
２０
年
表
彰

池
田
　
万
里
子
さ
ん

全
一居
）

小
池
　
秀
美
さ
ん

全
一居
）

梅
沢

一透
さ
ん

（浅
貝
）

梅
沢

・
京
子
さ
ん

（浅
貝
）

☆
ＢＯ
年
表
彰

富
沢
　
常
夫
さ
ん

全
一居
）

富
沢
　
輝
治
さ
ん

全
一居
）

森
下
　
秀

一
さ
ん

（大
島
）

青
木
　
節
子
さ
ん

（石
自
）
・

南
雲
　
芳
男
さ
ん

（原
新
田
）

一

堀
□
　
正
巳
さ
ん

（上
中
）

☆
４０
年
表
彰

小
野
塚
　
政
信
さ
ん

（谷
後
）

南
雲
　
頼
利
さ
ん

（原
）

貝
瀬
　
ヒ
デ
子
さ
ん

（幅
下
）

期
持
　
清
三
九
さ
ん

（
一
之
町
）

青
木
　
和
昭
さ
ん

（石
白
）

以
上
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
全
運
転
に
心

虚
け
て
く
だ
さ
い
。

帥
南
魚
沼
郡
交
通
安
全
協
会

湯
沢
支
部

5月 の建設工事等入札結果 (落札額 250万円以上)
番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

交安委第 1号 区画線設置委託 6, 300, 000 レックス小出営業所

観委第7号 湯沢高原草花植栽委託 5, 985, 000 仰渡辺農園塩沢営業所

水第2号 上水高区 Nol配水池内壁塗装補修工事 19, 792, 500 僻荻野塗装

維管改第 1号 豹尾沢1号線他改修工事 3, 307, 500 倒ハヤシ商事

管委第 13号 地籍調査事業測量委託 7, 875, 000 可ヽ林測量設計事務所

下委第2号 汚水管渠実施設計委託 13, 965, 000 パシフィックコンサルタンツ碑新潟支社

簡第2号 上中子団地 (E路線)配水管新設工事 2, 520, 000 暢沢重機建設

建第 1号 上中子宅地造成道路新設工事 27, 405, 000 仰森下組

水第3号 国道 17号湯沢地内配水管布設替工事 3, 360, 000 仰つどい総業

下第51号 汚水枝線新設 (その5)工事 16. 432. 500 林組

下第6号 汚水枝線新設 (その41工事 13, 650, 000 朝豊田屋建設

下第5号 汚水枝線新設 (その3)工事 11, 655, 000 棚中由商会湯沢営業所

下第4号 汚水枝線新設 (橋梁添架)工事 8, 505, 000 衛小澤建設

下第3号 汚水枝線新設 (圧送管)工事 3, 349, 500 間みなみや

下第2号 汚水枝線新設 (その2)工事 10, 584, 000 伺貝瀬建設

下第 1号 汚水枝線新設 (その1)工事 8, 4001 000 脚拓越湯沢営業所

簡第4号 県道万条新田越後中里 (T)線配水管新設工事 11, 130, 000 仰山井建設

水第 1号 田中原新田線配水管布設替工事 3, 780, 000 附徳永熱工学

(7)



〉５
月
１８
日

（日
）
、
演
貝
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
、
湯
沢
町
消
防
団
第
４
・
５
分

国
の
春
季
消
防
演
習
と
併
せ
て
防
災

訓
練
か
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

は

・し
ご
卑
に
よ
る
紋
助
と
攻
水
訓

練
の
ほ
か
、
起
度
卓
で
の
だ

‘
衰
４
験
、

観
光
協
会
の
方
々
に
よ
る
消
火
器
を

使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
Ｌ
、
」

し
た
。
参
加
し
て
い
た
消
防
団
員
や

観
光
協
会
の
方
々
は
、
真
剣
に
取
り

組
ん
て
い
ま
し
た
。

情報公開の実施状況について

湯沢町情報公開条例 (平成 11年条例第鶏
号)に基づく、平成 14年度における情報の公
開の実施状況は次のとおりです。

情報公開の公開請本等と公開決定の状況

)

求

分

請

区

付

数

受

件

処 理 状 況

公開
分

開

部

公
非公開

存

等

不

在
計

開

求

公

請

開

出

公

申
1 1 1

計 1 1 1

広報ゆさわ Hl&a8   (8)



相
談
は
無
料
で
、
襖
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

は
配
ご
と
や
困

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ち
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
不
当
な
差
別
、
名
誉

・
信
用

・
信
教
の
自
由
の
侵
害
、
む

ご
い
扱
い
、
い
や
が
ら
せ
、
隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
、
い
じ

め
な
ど
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

②
借
地
借
家
、
登
記
、
供
託
、
一戸
籍
、
家
庭
内

の
こ
と

（夫

婦

・
親
子

・
相
続

・
逮
言
等
）
な
ど
の
問
題

③
工
当
な
権
利
を
持
ち
な
が
ら
、
お
金
が
な
い
た
め
裁
判
が

で
き
ず
、
困

っ
て
い
る
な
ど
の
問
題

【
日
時
】

６
月
知
日

（缶
）

午
後
―
時
～
４
時

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

【
主
催
】

人
権
擁
改
委
員
協
議
会
、
新
潟
地
方
法
務
局

【
担
当
者
】
　
　
　
　
ギ

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

【後
援
】

湯
沢
町

・※
法
務
局
六
日
町
支
局

（砒
７
７
２

●
３
７
４
２
）
及
び
人

権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
て
も
無
料

・
根
苫
厳
守
て
人
権
聞

題
や
法
律
扶
助
関
係
の
相
談
に
應
じ
て
い
ま
す
。

◎
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

森
下
　
勇
暮

（堰
　
場
）

ｍ
７
８
４

●
３
５
３
５

種
村
　
久
男

（幅
　
下
）

砒
７
８
４

・
２
３
６
７

中
谷
員
刹
子

（古
野
二
）

ｍ
７
８
７

・
３
０
４
６

参加者募集 !

【日程・内容】

込・問い合わせ】

(財)湯沢町都市施設公社 (TEL 784-1511)※ 定員になり次第締め切ります。
【

ヽ

日時 募集講座 内容など 講師 集合場所

カルチャーセンター

6月 29日 (日 )

・３

　

・６

調
　
∞

勢粂移盟申繊
罐鰺動盈鰺で留留
畿蘊罐鬱く鋸
参加料 :1,000円

定員 :知名

安全で肌に優しいハーブ

石鹸と公園内で花穂を摘

ルで香りのスティック作
り。石 鹸 は ドライ、ス

ティックはフレッシュな

ラベンダーを。剪定バサ

ミ持参。

シャロンの花‐

小沢真知雄さん

ロープウェー駐車場

7月 4日 (金 )

10:00
を
12:90

盟鵬望翁露

Ⅷ a
餞彎υ爾い鰺診
参加料 :1,1∞ 円
定員 :30名

アルプの里のベス トシー

ズン。1,000種 もの花々

の説明を聞いてじつくり

と眺めます。普段なじみ

の薄い高山植物の花ガ、

地元だからこそ楽しみま

しょう。

湯沢温泉ロープウェー

事業所職員

コンテス ト参加者のお庭

の幾つかを拝見。きれい

にするコツや苦労話も開

けるかも。マイクロバス

で回りますが参力B者全員

のお庭の拝見はちょつと

ムヅかな。

花遊びスタッフ カルチャーセンター

7月 17日 (木 )

13:30
1

16:30

籍⑬鰺鰺翻移野盈卜

参加料 :無料

定員 :25名

(9)
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求職者の方の早期再就職を図るとともに、雇用保険制度の安定的な運営を確保するための雇用保険法の
改正法が 5月 1日から施行されることとなりました。

★基本手当の給付率、上限額等が変わりました。
O基本手当の給付率が 50%～ 80%(60歳以上 65歳未満の方は 45%～ 80%)に変わりました。
O基本手当日額の上減額が変わりました。          ′

(例 :45歳以上 60歳未満の方の上限額は 8,040円 となりました。) J′
060歳時の賃金日額による算定の特例が廃止されました。
★多様な早期就職業を促進します。                 ´

○基本手当の支給残日数を3分の1以上残して常用雇用以外の早期就業をした方に対して、基本手当日額
の 30%を支給します。
※支給残日数を 3分の 2以上残して常用以外の早期就業をした方については、 (財)高年齢者雇用開発協
会から早期再就職者支援金が支給されます。

☆基本手当の所定給付日数が変わりました。
〔法改正後の所定給付日数〕

①特定受給資格者の場合 (③を除く)

②特定受給資格者以外の場合 (③を除く)

レ

あった期間

区分

1年未満
1年以上
..5年未満

5年以上
10年未満

10年以上

20年未満
20年以上

30歳未満
く

90日

90日 120日 180日

35歳以上 45歳未満 90日 .180日
210日 ,240日

240日 i r270日

45歳以上 60歳未満 1的 日 240日 270日 330日

60歳以上 65歳未満 150日 180日 210日 240日

全年齢 90日 90日 120日 150日

③就職困難な者の場合

45歳未満
150日

300日

45歳以上 60歳未満 360日

★ 教育訓練給付の給付率、上限額等が変わりました。
O給付率が 40%に、上限額が 20万円に変わりました。
○雇用保険に3年以上加入している方にも支給されました。
(3年以上 5年未満の方は給付率が 20%、 上限額 10万円)
★高年齢雇用継続給付の給付率等が変わりました。
060歳前に比べて25%を超えて賃金が下がる場合に、賃金額の 15%に相当する額を支給することになり
ました。

★保険料率は平成 16年度まで現行の 1,4%に据置きます。

【問い合わせ】 厚生労働省  http=FFttw.mmw.go.jp
ハローワーク六日町 TEL 772-3157

広報ゆざわ H15,6.3  (10)
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「読売旗争奪2003にいお1たげ―トポーfbオー写ン大会 i nttiR町」開催 !

6月 15日 (日 )。 16日 (月 )の 2日 間にわたり、中央公園陸上競技場と野球場で「読売旗争奪 2003に

いがたゲートボールオープン大会 in湯沢町」が開催されます。160チーム、1,000人の選手が参加する、
県内でも屈指の大会で、湯沢町で開催されるのは 7年ぶり、3回日です。

□徐行運転をお願いします□

開催両日は、会場周辺の道路を選手が通行、横断じますので、車でお通りの際は、徐行・歩行者保護の

やさしい運転をお願いします。   ギ

パ
峰
饗
会
・

へ
ぎ
ツ

逮
後
湯
沢
手
打
ち

へ
ぎ
ソ
バ
保

存
会
で
は
、
キ
打
ち
ソ
バ
の
講
習

会
を
開
催

し
ま
す
。
自
然
食

「
ソ

どヾ

を
連
味

と
し
て
習
得
さ
れ
た

い
方
や
今
後

へ
ぎ
ソ
バ
保
存
会
の

活
動
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
な
ど

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
講
習
会

は
十
日
で
終
了
し
ま
す
が
、
複
数

覚
講
も
可
能
で
す
。

【
日
時
】

●
６
月
３０
日

（月
）

午
後
７
時
３０
分
～
９
時
３０
分

●
７
月
十
日

（火
）

午
後
３
時
～
５
時

●
７
月
２
日

（水
）

午
後
７
時
３０
分
～
９
時
３０
分

●
７
月
３
日

（木
）

午
後
３
時
～
５
時

【
会
場
】

カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

講
師

の
説
明

と

マ
ニ
ュ
ア
ル
に

添

っ
て
手
打
ち

ソ
バ
を
作

り
ま
す
。

打
ち
上
が

っ
た

ソ
バ
は
持
ち
帰

り
で
き
ま
す
。

【
参
加
費
】

―
，
０
０
０
円

（当

日
持
参

く
だ
さ

い
。
）

※

エ
プ

ロ
ン
、
ア
オ

ル
等

を
持
参

く
だ
さ

い
。

【申
込
締
切
】

６
月
３０
日
の
講
習
会
は
６
月
２７

日
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
他
の
講

習
会
は
、
前
日
の
午
後
５
時
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

産
業
観
光
課

砒
７
８
４

●
４
８
５
０

【
日
時
】

６
月
１５
日

（日
）

午
前
９
時
～
午
後
７
時

【
場
所
】
　
　
　
　
・

六
日
町
文
化
会
館
　
、́
≡

【
内
容
】
　
　

　
　

　
　

　

・

多
業
種
総
合
展
示
印
売
受
注
見

本
市
、
無
料
経
営
セ
ミ
ナ
ー
、
無
料

経
営
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
民
間
団
体
・

行
政
。活
動
宣
伝
・啓
素
活
動

コ
ー

ナ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
シ

ョ
ー
、
お
楽
し
み
拍
選

会
等
）

【
聞

い
合
わ
せ
】

（社
）
雪
国
青
年
会
議
所

ＴＥＬ

７

７

２

●

７

９

３

７

南
魚
沼
郡
内

の
医
療
機
関
で
は

「医
療

に
関
す
る
相
談
窓

口
」
を
設

置
し
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
や
相
談

し
た

い
こ
と
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
し
た

い
こ
と
な
ど
は
、
医

師
又
は
看
護
節
、
受
付
ま
で
申
し

出
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
南
魚
沼
郡
医
師
会
事
務

局
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

庁
南
魚
沼
郡
医
師
会
事
務
局

胆
７
７
３

●
６
５
４
５

朧
７
７
３
●
２
７
１
３

【
日
時
】

６
月
２９
日

（日
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

【
会
場
】

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ

ニ
ュ
ー
オ
ー
ダ
ニ

【
対
象
】

未
お
も
し
く
は
離
始
の
成
立
し

て
い
る
方
が
対
象
で
、
男
性
は
２８

歳
以
上
で
南
魚
沼
郡
・
光
魚
沼
郡
・

中
魚
沼
郡
の
在
住
考
又
は
就
職
者
、

女
性
は
２０
歳
以
上
の
国
内
在
住
考

【参
加
費
】

男
性
　
５
，
０
０
０
円

女
性
　
３
，
０
０
０
円

（患
一食

と
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
）

【
募
集
人
数
】

１
０
０
人

（先
着
順
）

【
申
込
期
限
】

６
月
２０
日

（金
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

ヨ
国
魚
沼

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

砒
７
８
２

●
１
６
５
３

【
日
時
】

６
月
１８
日

（水
）
～
７
月
９
日

（水
）

【
場
所
】

小
出
教
科
書
セ
ン
タ
ー

（小
出
小
学
校
内
）

【
対
象
】

ど
な
た
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま

ェ「ン
。【聞

い
合
わ
せ
】

小
出
教
科
書
セ
ン
ダ
ー

●

０

０

４

１

ＴＥＬ

０

２

５

７

９

ｏ
２

う
為

ン
ン
サ

ル
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こ
れ
か
ら
創
業
を
行
う
事
業
主

を
支
援
す
る
た
め
、
創
業

に
係
る

経
費
と
雇

い
入
れ
た
労
働
者
を
対

象
と
し
た
助
成
制
度

と
し
て
、
地

域
雇
用
受

皿
事
業
特
別
奨
励
金
等

咎
種
の
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
の
相
談
と
申
請
窓

口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
助
成
金
名

（申
請
窓

口
こ

○
地
域
雇
用
受

皿
事
業
特
別
奨
励

金魚
財
）
産
業
雇
用
安
定

セ
ン
タ
ー

新
潟
事
務
所
　
胆
０
２
５

ｏ
２
９

０

●
６
８
１
０
）

○
不
史
債
権
処
理
就
業
支
援
特
別

奨
励
金
等

負
財
）
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
ダ
ー

新
潟
事
務
所
　
砒
０
２
５

●
２
９

０

●
６
８
１
０
）

○
高
年
船
者
等
共
同
就
業
機
会
創

出
助
成
金

魚
社
）
新
潟
県
雇
用
開
発
協
会

砒
０
２
５
●
２
４
１
●
３
１
２
３
）

○
受
給
資
格
者
創
業
支
援
助
成
金

（六
日
町
公
共
職
業
安
定
所
　
ＴＥＬ

７
７
２

●
３
１
５
７
）

高
船
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
、
身
体
障
害
者

の
方

の
不
動

産
や
相
続
、
逮
≡
、
贈
与
、
借
金
の

速
済
な
ど
に
関
わ
る
問
題
及
び
介

護
、
福
社
に
関
わ
る
問
題

に
つ
い

て
相
談
を
お
受
け
し
、
問
題
解
決

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

【
日
時
】

６
月
２８
日

（土
）

午
前
Ю
時
～
午
後
４
時

【
会
場
】

な
が
お
か
市
民
セ
ン
ダ
ー

（長
岡
市
大
手
通
２

１
２

１
６
）

砒
０
２
５
８

ｏ
３３

・
０
０
３
０

※
相
談
料
無
料
、
私
密
は
厳
守
し

・

ま
す
。

※
面
談

に
よ
る
相
談
は
予
約
制
で

す
。
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
い

が
た

（砒
０
２
５

●
２
２
８

●

１
７
２
７
）
ま
で
事
前
に
ご
逹

絡
く
だ
さ
い
。

概
ね
６５
歳
以
上
の
方

々
を
対
象

に
、
交
通
体
験
談
を
募
集
し
ま
す
。

日
常
生
活

に
お

い
て
、
交
通
上

ヒ
ャ
リ

と
し
た
体
験

や
実
際

に

道

っ
た
交
通
事
故
の
体
験
を
高
齢

若

か
ら
募
集
し
、
危
険
体
験
集

や

丈
重
安
全
ビ
デ
オ
を
作
成
し
ま
す
。

【
募
集
区
分
】

´

歩
行
者

。
自
転
卓
利
用
者

の
部

運
転
考

（同
乗
者
を
含
む
）
の
部

事
故
体
験
者

の
部

【
應
募
方
法
】

８
０
０
字
程
度

の
原
稿
だ

題
名

を

つ
け
、
市
町
村
・市
町
村
老
人
ク

ラ
ブ
備
え
付
け
の
痣
募
票

に
蜂
妥

事
項
を
明
記
の
上
、
お
送
り
く
だ

共
ヽ
い
。

※
痣
募
者
全
員

に
参
加
賞
、
ま
た

拍
選
で
す
し
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

【募
集
期
間
】

７
月
３十
日

（木
）
ま
で

【
痣
募

・
聞

い
合
わ
せ
】

一Ｔ
９
５
０

１
８
５
７
０

新
潟
県
県
民
生
活
環
境
部

県
民
生
活
課
交
通
安
全
対
策
宣

砒
０
２
５
ｏ
２
８
０
●
５
１
３
６

ご
結
幅
占
め
て
こ
う
こ
ど
＝
書
寸

５
月
１８
日

　

田
村

（高
橋
）

雅
人

さ
ん

こ
ゆ
き

さ
ん

（西
中
）

（上
中
、
誠

・
祐
子
さ
ん
）

（原
新
田
、
高
甥

・
麻
美
さ
ん
）

（楽
町
、
剛
志

・
里
英
子
さ
ん
）

（栄
町
、
満
治

・
ユ
キ
エ
さ
ん
）

（湯
一３

占
誕
生
占
め
て
こ
う
こ
ど
＝
書
寸

５

月

９

日

５

月

■

日

Ａ　
５

月

１３

日

５

月

２３

日

小
野
塚

佐
藤

平
野

綿
貫

月
那

さ
ん

遥
菜

さ
ん

柚
都

さ
ん

琴
心

さ
ん

５
月
１８
日

　

釧
持
　
今
朝

一
さ
ん

　

（古
野
一
一、
７２
歳
）

５
月
２‐
日

　

牛
木

　
キ
ク
エ
さ
ん

　

（添
ｇ
、
９‐
歳
）

５
月
２２
日

　

大
嶋
　
　
譲

　
さ
ん

　

（布
場
、
８８
歳
）

５
月
２４
日

　

高
橋

　

良
男

さ
ん

　

（古
野

一
、
６２
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

国民健康保険税・介護保険料 (第 1期 )

納期限は、6月 30日Θです。
□座振替納付の方は、6月 30日 Oに 31き落としさ
せていただきます。

※納付は便利な「□座振替制度」もあります。 .
ぜひご利用くださしヽ。

し

し
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